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平成 30年中における食品の産地等偽装表示事犯の検挙状況について 

１ 食品の産地等偽装表示事犯の検挙状況 

平成 30 年中における食品の産地等偽装表示事犯の検挙事件数は５事件、検挙人員

は19人、検挙法人は５法人であった。 

内訳は、不正競争防止法違反が５事件であった。 

２ 主な検挙事例 

〇 水産物輸入販売会社役員らが、外国産アサリについて、納品書に「熊本県あさり」 

と商品の原産地を誤認させるような表示をするとともに、取引先 12 社に対しアサ

リを譲渡した不正競争防止法違反で、３法人９人を検挙した（熊本）。 

〇 生姜加工販売会社役員らが、外国産生姜を「高知県産」と表示し、商品の原産地

を誤認させるような表示をするとともに、取引先7か所に発送し販売した不正競争

防止法違反で、１法人５人を検挙した（高知）。 

【参考】食品の産地等偽装表示の検挙状況の推移（過去５年） 
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年間検挙事件数 年間検挙人員
（人）（事件）

平26 平 27 平 28 平 29 平 30 

検挙事件数 17 9 11 5 5 

検挙人員 49 32 20 10 19 

検挙法人数 14 7 6 3 5 




